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岡山県阿哲地方および広島県帝釈地方の
　　　　　軟珪石鉱床調査報告
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　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract．
　　　，The“N＆nkeiseki”depQsits　in　this　area．occur　in　the　Paleozoic　formatio皐s，

　　　They　are　found　in　limestone、in　the『form　of　stratiform　body　or　many　small　massive

ones　which　are　mined　econpmica11y　within　a　depth　of10meters　beneath　the　surface．慌

　　　The“Nankeiseki”，the　soft　silica　stone，in　this　area　is　composed　of　cryptocrystalline

、chalcedonic　quartz，and　suitable　for　ceramic　use，espe（》ially　for　cement　industry．

1．緒　　言

軟珪石は珪酸を主成分とする軟らかい珪石で，おもに

セメント原料の珪酸分補給剤として使用きれている。

　鉱床はチヤート・珪岩等が風化蕾欄して形成される場

合が多く，，軟珪石としては脆く軟らかで微粉砕が容易な

ものほど利用値が高い。また軟珪石には粘板岩・頁岩・

安山岩等が珪化作用（蛋白石化作用を含む）を蒙つて生

じたものや，当地方のようにチャ」ト等が風化分解して

移動した珪酸が，石灰岩の一部を置換した沈澱鉱床があ

る。岡山県陶哲台から広島県帝釈峡に跨がる石灰岩地帯

には，軟珪石鉱床が各地に生成きれ，品質優良な軟珪石

としてセメント原料に供されている。

　筆者は昭和28年5月に2日間ではあづたが，広島通

商産業局鉱業課の山村技官とともに，この地方の2，3の

鉱床を調査した。こ＼に調査結果を報告する。調査にあ

たつては，小野田セメント株式会社阿哲工場の各位から

調査上の便宜が与えられたことに対して謝意を表する。

2．位置および交通（第1図参照）

鉱床は主として高梁川に沿う，・岡山県阿哲地方西部か

ら広島県比婆郡帝釈峡附近にわたる石灰岩地帯に多く賦，

存している。

　このうち，向哲郡美穀村正田にある小野田セメント株

式会社阿哲工場に搬入が便利な地点にある鉱床だけが現

　　　　’
＊鉱床部

　　　　　1潟、鵡

　　　　　　　　　　　　　，。軟珪石露出地
　　　　第1図　軟珪石鉱床の位置・交通図

在稼行されている。

一今回調査を行つた鉱床の位置と山元に至る経路とを表

示すると第1表の通りである。

3．地質概要

　当地方は中国画脈のほ享中央部，吉備高原の東部を占

め，粘板岩・砂岩・千枚岩質粘板岩・チャート・輝緑凝．

灰岩からなる上部古生層と，花崩岩類・石英斑岩・・石英

粗面岩・粉岩等の火成岩類とから構成きれている。

　この古生層は石蟹層・・豊永層・寺内層に分けられてお

り1）2）3），軟珪石鉱床が賦存す為石灰岩は豊永層中に介在

する、

　当地区の石灰岩は本郷・井倉地区では砂岩・チャート・

輝緑凝灰岩層を挾み縞状構造が発達する。石灰岩の厚い

・所では一般に乳白～淡鼠色のものが多く，隠微晶質で不

19一（111）



地質調査所月報（第7巻第3号）

　　　　　第1表
鉱
、 山　名

東

（稼行）

城

帝釈または有頭

　（休止）

本

（稼行）

郷

，草

（探鉱中）

間

足

（未稼行）

見

位 置 交通およ、び運搬経路
鵬瓢婆郡轍町川西東城，芸備饗瀞から県道舗璽ること約3町
町の南酊醜約・・5km　蛎鰹束購場トラ．ク東城駅貨車正甲

黙灘鞭地臨惣騨峡纂姦欝評㎞徒歩
岡山県阿哲郡本郷村字花木，正正田から則本までバスの便があり1徒歩約5分で山元に至る

田町の南方直距約Z5km、山元響男正田

岡山県阿哲郡草間村大字：足見，

石蟹駅の東方直距約2．5km

1伯備線石蟹駅から徒歩で約4km，約1．5時間を要する
1　山元旦6km川合または長屋麹4km正田

1　軽索　 ．　トフック．
同上，井倉駅の北方直距約2～　石蟹駅から川合まではトラック道路があり，これかち山元

3kmの地域一帯　　　　　　　1までの左陵地約4kmは道路拡張を要する。

　　　　　　　　　　t
規則な割れ目、14富んでいる。また本郷村宮河内地内の石

灰岩は！∬E－W，15～20。Nの走向・傾斜を示しており，

黒雲母花崩岩の周辺では結晶質となつて処々に大理石鉱

床ができている・この石灰岩は本郷軟珪石鉱床の東側が

ら久保井野にかけてN40～50。Eに走向を変え，緩い摺曲

を繰り返している。また本所鉱床部員岡野武雄・種村光

郎の石灰岩調査報告4）によると，足見軟珪石鉱床の南東、

約2km，日鉄鉱業株式会社井倉鉱業所附近の石灰岩は，

チャートを挾む輝緑凝灰岩層の上・下に2層発達し，淳

さは累計約400mに達しているが，このなかには珪質石

灰岩は含まれていない．

4．鉱　床

　当地域に露出する軟理石鉱床を地区別に纒めるとお㌧

むね次の4地区に分けられる。

　草間村足見地区

　本郷村則本の東側一帯

　東城町川西地区

　帝釈村有頭地区

　鉱床はいずれも地表に露出して，石灰岩の上に浅く拡

がつて発達する扁平な形状のもので，一般に地形の傾斜

’に沿つて生成きれている場合が多い炉・稀にi地表下数m

に不規則塊状の鉱床が生成されていることもある。

　鉱床の深さは3～15m程度あり，下底はきわめて凹凸

の著しい面で石灰岩に接しているため，下盤附近を採掘

している鉱床では，風化と軟珪石化に堪えた右灰岩の柱

状突起が林立しているのがみえる。鉱床の規模ば一般に

・2～10万t程度であるが，500～3，000tの塊状鉱床から

露出範囲が．1，000×300m前後の大鉱床まであり，広範

囲に拡がる場合には，小沢によつて削剥きれて高い所だ

けに残つていることが多い。

　鉱床と石灰岩との境界は肉眼で明瞭に区別しうるが，

鉱床周辺の石灰岩には，玉髄質石英の多い部分が薄く縞

状に生じ（第2図参照），1また割れ目を填めて軟珪石が

脈状にできたもの，鉱床下底の石灰岩の一部には，軟珪

石化きれた部分が角礫状に生成しているもの等がみられ，

必を！ゐ惚加

第2図

o勉舵吻舵
卿曜■吻∠∂グ、

∠／初5あ〃6

石英が石灰岩中に沈澱した漸移帯が認められる。図版1

および2は，この漸移帯から採取したSio2を約50％含

む石灰岩の薄片であつて径0。01～0．08mm程度の石英

が方解石を置換している状態を示したものである。

次に軟珪石化された石灰岩の分析結果の1例を挙げれ

ば第2．表の通りである。

　また軟珪石化した石灰岩と軟珪石との化学成分を投影

してみると，第3および第4図で示すような成分間の増

減関係がみられる。化学成分の変化と石灰岩の性状の変

化とを比較してみると，

　（i）石灰岩中に珪酸が増加してくると方解石は減小

する。

　（it）珪酸が石灰岩中で約50％以上に達すると，石灰

岩は風化分解し粉状の軟珪石となり，若二FのCuOが残

留する。
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第●2　表
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第　4　図，

　　（iii）　鉄分の多くは軟珪石の小孔に沈澱するが，地表

　　における風化に伴ない粘土が混入するためにFe203．およ1

　　びA1203は鉱石中に多い。

　　　以上のような軟珪石化の過程を辿ることができ垢鉱床

　　の一部は明らかに石灰岩から変化したものであることが

　　わかる。

　　軟珪石鉱床を形成した珪酸の根源について考察すると，

　鉱床附近には珪質石灰岩が存在しない事実から，少なく’

　　とも石灰岩中に初生的に含まれた右英に由来するもので

　　ないことは明らかである。当地方の鉱床が特に広く石灰
‘

　岩台地上に生成していること，石灰岩層がきわめて大規

　模で，チャート・輝緑凝灰岩・粘板岩等を挾んでいる事

　実とから推定すると，鉱床生成にあづかつた珪酸はこれ

　　らの諸岩類の風化分解によつて生じたものであり，多少

　　の移動が伴なわれたとしても，ほとんど現地風化に由来

　、するもので，石灰岩脅薄く覆つて生成したものと考えら

　。れる。

　　　しかしながら足見・草間・本郷の各鉱床がほゴNEN－

　SWS方向の直線上に位置し，稀にカオリン質粘土を混

　　える鉱床があ軌また東城鉱床の一部には，安山岩岩脈

と石灰岩との接触部に生成された蛋白石を伴う塊状鉱体

があること等から推して，．ある種の鉱床には上昇熱水液

によって珪酸が供給きれたものと推定きれる。鉱床の成

因にっいては後日の精査研究に期待したい。

5．軟珪石の一般的性状

　5．1　性状と鉱物組成

　鉱石は一般に淡灰色～乳白色を呈し，淡褐色・鼠色・

黄褐色等のものがある。硬さや外観は軟珪石化の程度や

風化の度合によつて多少異なつてはいるが，お＼むね多

孔質・堅硬な塊鉱，脆軟な多孔質塊鉱，粉鉱中に小塊ゑ

混える鉱石に分けられる。・蛋白石化しπものは淡いガラ

ス光沢があり，緻密な塊鉱と同様にきわめて堅硬である

が，大部分の軟珪石は脆く風化し易い。また地表に露出

している部分は塊鉱が多く，厚い表土層で覆われる場合

は小塊あるいは粉鉱が多い。・

　軟珪石の純白な塊鉱は，ほとんど石英からなりl　SiO2

約99％に達する。構成鉱物の含有率は次の通りである。

　石英：85～97％

　水酸化鉄・方解石・蛋自石・カオリンまたは褐色粘土・
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黒色塵状物等：3～15％

石英は径0．007～0．03mm程度できわめて不規則な形

を示すものや，径0．04～0．1mmでアミーバ状の形を示

すもの等があり，一般に微細な玉髄質石英の集合からな

るも．石英中の小孔は褐鉄鉱で充たきれ，その周囲の右英

粒はや、大きい。一般に石英は複屈折が低く，波状消光

するものが多い（函版3参照）。

軟珪石原土中には土砂が混入し易いがセメント用には

石灰岩と粘土とが約15％程度までならば製品に影響を

及ぼきないといわれている。’

5．2鉱石の比重

軟珪石をボラフィ，ンで包み・測定した塊状鉱の見揖け

の比重は第3表の通りである。

第3表

も多く，セメント原料としての使用に際しては粘土と石．

灰岩との含有量の合計が約20％までは許容されている。

　当地方の軟珪石中には黄鉄鉱・含チタン鉱物は認めら

れず，風化が進んでいるので微粉砕が容易で，セメント

原料としてはきわめて品質優良である。また軟質石が微

細な玉髄質石英で構成きれているために，セメント原料

の焼成過程で珪酸補給剤としての役割を充分発揮するも

のと考えられ，小野田セメント株式会社中央試験所の試

験結果によると，軟荘石の品質の良否がセメントに与え

る影響は大きく，この地方の軟珪石は特に優れていると

いう。

産‘　地’ 外　観・性　状 比重

6．鉱床各論

、本郷鉢 床

草間鉱床
東城鉱床
帝釈鉱床

風化した脆い砂岩様の鉱石

堅硬でや㌧多孔質の鉱石

小孔に富むや』硬い鉱石一

縁密堅硬で小孔の少ない鉱石

1，8

2．0

1．7

2，1

5．3　品質と化学成分

現在稼行している鉱床から得た軟珪石試料の分析結果．

は第4表の通りである。

一般に鉱石は塊鉱の部分のみをとると平均品位はSio2

が97％以上である。　しかし鉱床が地表に浅く拡がつて．

いるので，露天採掘で出荷きれる鉱石中には数％の粘土

および砂礫の混入は免れない。

鉱石の一般平均品位はSio2：85～95％程度のものが最

6．1　本郷軟珪石（第5図参照）

本郷村則本の東方約0。8kmの地点がら，高井野一室山　一

間のトラック道路に沿って両側に軟珪石の露頭が断続し

ている。

鉱床はいずれも石灰岩地帯に露出し，東側に発達する，’

粘板岩・砂岩・輝緑凝庚岩地帯からは軟珪石鉱床は発見

されていない。鉱床の分布範囲は東西に約450m，南北

に約400・nに及んでいるが，丘陵地帯に軟珪石が多く，

流水路や小沢の低い所には存在しない。鉱床の賦存地犀

は湿潤で，表土が1～3mあり，特に第1，第2，第3現

場附近では上部を覆う砂礫層と鉱床との境が凹凸に富み，

しかも石灰岩が崩壊し易いので，軟珪石の可採率は著し

く低くなつている。

鉱床は噌般に浅く拡がり，下部は石灰岩の凹みを暗灰

色粘土と軟珪石とが充している。切羽で鉱床を局部的に

観察すると，扁平レンズ状，不規則塊状，脈状を示し，

第4表
産地

・東　城

足見地区

同上
同・上

草　間

同上
同上
同上
同上
同上
足曜見
同上

馨．響i

No．1
No。2
No．3
No．4
No．5
No。・6

No．7
No．8
No．9
No．10

No，11

：No．12

Sio2

98，48

96．64

95．94

92．64

97．42

91．70

85。52

90．06

97．62

67．28

93．43

96，46

A』・司

0．40

0，96

0．67

0．31

1．08

3．52

7．25

1．68

0．76

17．85

4，30

2．20

Fe203

0．54

1．88

2．50

0。26

1．88

2．29

2．44

0。48

4．73

CaO

0．54

0．10

0．23

0．10

0．15

0．16

1．70

・0．16

1．00

MgO

0．20

0．11

・O。12

0．86

Ig。10SS

O．37

1．08

1．17

2．14

0．54

2．35

4』33

3．02

0．75

8．20

1．27

0．48

Tota1

99．25

99，92

99．81

99．94

99．40

99．60

99．55

98．90

99．77

99．92

99．00

99．14

鉱石　の　性　状

多孔質，墜硬な塊状鉱

乳白色，脆い風化したもの

多孔質，軟質塊状鉱

淡褐色，小塊および粉鉱　　　　　　　　細

緻密，硬質な小塊

小塊，粉鉱および粘土を混える

軟質，小塊鉱と粘土との混合物

縞状構造を示す脆軟な淡褐色のもの

径2～5cm大の多孔質，緻密な塊状鉱

鉱床を覆う褐色粘土

脆弱で粉状化した塊・粉鉱混合物

や㌧硬い多孔質塊状鉱　　　　　　　　〆

分析、：No・1，No・11およ猷No．12広島通産局鉱業課，藤田健二

　No．2～Nq、10　小野田セメント株式会社阿哲工場試験課
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剛釘県阿哲地方および広島県帝釈地方の軟珪石鉱床調査報告（上野三義）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軍　．　　　　・慧

懸軟珪石化石灰岩
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第5図　本郷軟珪石産地の地質鉱床図

風化が進んだ所では石灰岩との境界が判然としないもの

がある。

、鉱石は褐色粘土の混在が多く，廿般に軟珪石も軟質で

脆い。鉱石は白色・鼠色・淡褐色を呈し，小塊・粉鉱の

混合物で軟珪石化石灰岩を含んでいお。

　多孔質塊鉱は形状の不規則な径0．008～0．02mm程度

の玉髄質石英によつて構成きれ，径0．04一』0．08mln大の

．石英が約20％含まれる。

　本地区の軟珪石は第1，第3現場から月間約1，000tが

採掘きれ，阿哲セメント工場で使用する量の約70％を

賄つているが，・南側一帯の未開発鉱床を稼行すれば生産

量を倍加することができる。

　612　草閤軟珪石（第6・7図参照）

　鉱床は高梁川の北岸，標高約350mめ高台の石灰岩上

に生成きれ，扁平な形状を示している。軟珪石は南北約

150m，東酉約120mの範囲に露出し，鉱床の深きは7～

工2mあるが鉱床周辺では1～31n程度しかなく，特に輝

緑凝灰岩の上部は厚き1m以下の軟珪石で薄く覆われて

いる。鉱床の下底には石灰岩の突起が多く，鉱床中に石

灰岩の破片が含まれている。

　地表からピ）ットを掘つて探鉱した結果によると，第7

．図に示した．ように，表土の厚さは0．5～1，5mであり，鉱

床の最大の深きは約15mである。また鉱床のほダ中央

にはピット番号No．10－13－12を結ぶ方向に，深き約

10mに達する土砂で充された部分がある。　これは鉱床

が古い流水路によつてU字型に削剥きれ流出したもので

あろう。

　一般に鉢石獄乳白色または淡褐色を呈し・径2～5cm

大の多孔質堅硬なものが多く，他の鉱床に較べて硬い。

表土が厚くなると粘土の混入する深さが増し，地表に近

い鉱石ほど風化が進んでいる．
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、

岡山県阿哲地方および広島県帝釈地方の軟珪石鉱床調査報告（上野主義）

　塊状鉱は径0．008～0．02mm程度の石英からなり，小

孔を囲んで径0．05～0．07mm大の石英がある。石英は

いずれも形状がきわめて不規則で，波状消光するものが

多い。

　本鉱床は正田町に近く，鉱量数万tを有する1っの纏

つた鉱床で，露天採据に適してbる。

　6．3　東城軟珪石（第8図参照）

　鉱床は東城町の南方約1．5kmの小高地（510m）の頂

上附近にあり，軟珪石は北斜面一帯に露出する。鉱床附

近は粘板岩の薄層を挾む石灰岩地帯で，歯頂にはこれを

貫ぬく粘土化した安山岩岩脈が東西に延びている。．

　鉱床には岩脈の両側に生成きれた不規則塊状鉱床と石

灰岩上の層状のものとがある。前者はレンズ状あるいは

塊状鉱床が，岩脈と石灰岩との接触部に連鎖状に発達し

ており，ガラス光沢を示す緻密な鉱右が多く，蛋白石化

作用を蒙つている。後者は山頂の北斜面に沿つて一面に

軟珪石が露出し，その範囲は約50m平方である。　この

種の鉱床は薄く拡がり，下底は凹凸に富んで，軟珪石化

きれた角礫状の石灰岩が突出したり，また石灰岩の割れ

目や凹地には地表下約10mまで軟珪石で充きれ，あた

＿ノ

　　ヘ　ズロ　　　　　　　ペ

ニンヘ“

踊画、．嚢隣

噛忽一1圃　1、
　　’・厭頴￥，．・
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皿安山岩懸軟珪石膨珪質粘鵬
麗石灰岩0鉱殉飾齪戯
　　　　第8図　東城軟珪石産地あ地質鉱床図

かも「くらげ」のような形状を示している。現場附近は『

軟珪石が削剥きれて下の石灰岩が各所に露出し，その突

起部の間隙をぬつて鉱石を採掘しているので可採率が低

い。

　6．4足見地区軟珪石

　草間村足見部落の北側，495、5mの三角点から北方に

は，緩慢な起伏を示す石灰岩台地上に，点々と軟珪石が

道路の切り通しに露出している。この地区の軟珪石鉱床

は最近発見きれたもので露出状況も悪く，鉱床の賦存状

態その他不明な点が多い。、しかし，村道に沿って約50

～100m程度露出する鉱床は小きい方で，延長200mに

及ぶものが少なくない。また軟珪石の分布する範囲はお

、むね2km平方に達するものと推定きれる。1

　鉱石は露頭によつて多孔質堅唖な塊鉱・軟質の塊鉱・

粉鉱・海綿状の小塊等雑多な性状を示す。海綿状の脆軟

な鉱石は径0・01～0・03mm程度の玉髄質石英が約20％

である。

　ζの地区は搬出経路がや＼長い欠点はあるが，軟珪石

の分布範囲が広く・それぞれの鉱床を総合するときわめ．

て大きな埋蔵量が見込まれ，将来重要な鉱床となりうる

ものと考える。

　6．5帝釈軟珪石

　別名有頭軟珪石ともいわれ，東城一帝釈峡間の県道か

ら有頭に通ずる村道に沿つて，約1。5kmの間に軟珪石

が分布する。

　鉱床は帝釈台石灰岩上に浅く，かつ広範囲に生成きれ，

下底には本郷鉱床と同様に石灰岩の起伏が著しい。

　鉱石は多孔質の硬い小塊状のものが多いが，部分的に

は風化が進んで粉状化したものもある。鉱床の一部には

縞状に水酸化鉄が沈澱し，方解石や塵状不透明鉱物を含

む部分があるので，採掘現場の選定にはあらかじめ探鉱

が必要である．

　この地区の軟珪石も埋蔵量はきわめて豊富であつて，1

鉱床の規模は足見地区に匹敵するものと考えられる。

　　　　　　　7．　沿革および現況

　この地方¢）軟珪石の稼行は小野田セメント株式会社阿

哲工場の操業開始とともに始まる。昭和6年に有頭地区

の軟珪石が採掘され，約2年間出荷した。その後上記工

場に近い東城・本郷の両鉱床が開発きれた。昭和271年

には草間1足見地区から軟珪石が発見きれ，現在草聞鉱

床の出鉱準備が行われている。

　現在は東城・本郷両鉱床の軟珪石が出荷きれ，月産量

は本郷鉱床：、800～1，000t，東城鉱床3400～500tであ

る。
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8。結　・言

地質調査所月報（第7巻第3号）

　当地方の軟珪石鉱床は東城鉱床の一部を除くと，お＼

むね石灰岩の上に浅くかつ広範囲にオ）たつて分布し，鉱

床生成後の風化作用による2次的富鉱化によつて軟珪石

化が進捗じている。

　　　　　　　　　　　　　　　ロ　鉱床の成因に関しては，珪酸の根源は石灰岩中に介在

するチャー．ト・粘板岩・輝緑凝灰岩等の諸岩層の風化に

よる遊離珪酸と考えられ，それが石灰岩の一部を置換し

て鉱床を形成したものであろ弘しかし沈積変質による

珪酸の濃集も考えられ，また安山岩に密接に伴なつて塊

状鉱床を形成するものでは上昇熱水起源が考えられるの

で，鉱床の成因についてはなお今後の検討が必要である。

　当地方の鉱床は一般に規模が大きく，鉱石の品質も優

れ，特にセメント原料用としての稼行に最も適している。

　軟珪石は元来大量に消費きれ，低廉な価額で販売きれ

　　　　　　　　　　　　　　〆

るので，稼行にあたつては露天採掘により可採率の高い

現場を選択し，随時鉱床の探鉱を行つて出荷量の確保に

努めるこ．どが肝要である6この意味で草間・有頭・足見

地区の鉱床を開発することが望ましい。当地方の広い石

灰岩地帯からは新鉱床の発見が予想され，軟珪石の主要

産地になる可能性が強い。　（昭和28年5月調査）
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　　　　　説明書，地質調査所，1938

4）　岡野武雄・種村光郎：井倉石灰石鉱床調査報告，

　　　　　岡山県地下資源調査報告，No．4，1952

1

26一（118）



．5”1解

C；calcitecrysta1

図版1．　本郷三軟珪石化石灰岩

f．c：finegrainofcalcite　　ch．Q chalcedonic　quartz

　　　　　　　　　　　　ρ

　　　　　　　　　　　　　図版2．東城軟珪石化石灰岩

1＝chalcedonic　quartz　rich　layer　　H：1imestone　　C

f．c　finegrεしinofcalcite　　ch．Q：chalcedon圭cquartz

l　o．伽鋼

calcite



　　　　　σ

　　　　　図版3．　足見軟

ch。Q：chalcedon三cquartz

0、zm窺

珪　石

　L；1imonite




